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([) 鵬 の方法

耶 3cnh古さ7cmの拝見托lこ5gの緋 を入

れ紳 一定 (IL.士ZOCJの地下的 こて大入デ5,ケー

r一中に如 し'=その文相こ弧 させその他 を化を
天打にて求めた｡

(2) 糊 汲水のき大仰 法

的荘 川TTIQ)qクス℡にズ粁3gをTEqの如くに入

れて州 二組 すると時md等過し制 水するに

捕 ;.

つれて旺lL水と神 との抑 Ll二外しIL水の参入
し洲 は色柵に堅化を兼しき入せht5分と的
らカ･た棚 旺界をつくりその鵬 と共

i:柵 こ下方へ紬 する.そLL等二つの脚

畑 初の脚 として十十IJ<-にて郎 しそ

れを TTtmれにて淡めm 汲漢人虻として戟Lt.
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苗さ 】7cm のVタ入監培養皿のJlクフィン軌ナそろ

ものの上に挫き水中fこ改正し牧水させその鮒 を上山

火打にて求めた｡
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11上のt]く 0秒 -2フお のれ化-クブイ･のi5缶
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(りB犬′イナYイトの肴玖分布娘及それ等の抱
合せた配合柑 こついての瑚 のせ虫1_y行ったが奇妙

尽蚊については水に伐 り蜘 l_包 め られi'yG と

2(/Cのyjt,と _TIH.yO.又にhrhTOJ(dひは艮兼)

とのiR令推のみがかこ鋲025濁した.
(S)N/G-N/C ゲ̂･に軒ナろ雌 のAの脚 及
び水の汐入に放す∬菅について世良したのにPl3の如
くなった,これに映ると掛だ血の榊加ナろにつiLで旺

頚も替人も津しいがそのJtにJtLqはしない ようであ

る｡(り ゲルの可n性のJa兄き人に及ナ形tNH.Flo.と :iG-H'/C ゲJt･を IH=皿

和せるものにつき脈 した｡鵜弘の･･一七ンTLは･;111･

T yt ワンと暇 の内所である
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とLtもつ拶ftTイナ▼イ>は旺誠の技期又は7k




